
医学科 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
信州大学が定めたディプロマポリシーおよびカリキュラムポリシーを受け、医学部医学科のディプロ

マポリシーに掲げた「意欲・態度」「思考・判断」「コミュニケーション」「技能・知識」の各項目を備

えた医療人、医学研究者を育成するため、以下のような考え方に基づきカリキュラムを作成し、授業シ

ラバスに明示された、授業目標への到達度にて成績を評価します。 
 
 温かい人間性や高い倫理観を裏付ける幅広い教養を身につけるために、専門教育と並行して教養教育

及び医療倫理教育を実施し、まずは社会人として、その後医師としての高い見識と誠実な態度の醸成を

図ります。また、疾病の正確な診断と適切な治療を遂行するための幅広い知識と高度な技法を修得する

ために、低学年から専門基礎科目と専門科目を積み上げていきます。基礎医学講義・ 実習と並行して、
グループディスカッションにより臨床症例問題の解決を図る少人数教育を行うことで、基礎医学的知識

の統合的理解および基礎医学的知識と臨床医学的知識の融合を図ります。加えて、課題解決型の実習に

より、常に最新の情報を収集する技能の向上と様々な情報を総合的に判断する能力の向上を図ります。

臨床医学講義・実習では、臓器別に講義・演習・実習を集約し、関連する基礎医学知識の確認や、臨床

医学の基本的知識の習得を図ります。症例検討型の授業を取り入れることで、基本的知識の深い理解を

うながします。 
 
 患者やその家族との意思疎通やチーム医療を推進する能力を身に付けるべく、低学年時から他学科と

合同して行う講義や実際の患者と触れ合う機会を取り入れます。 
 
 臨床実習では、それまでに身に付けた知識や態度、技術を繰り返し確認することで、医師として求め

られるレベルにまで引き上げていきます。 


